
 

 

 

 

自吸用ホースを使用して、給水タンク、バケツ等から 

水を吸いにくい場合の対応方法 

① 自吸ホースの準備を行います(※下記参照※)。 

② 準備が出来たら、エンジンを始動します。 

③ マシンを少し傾けて、コップ等の容器から約 2-300ml の水を給水口に注ぎます。※図 1※ 

給水部にとどまっている水が徐々にポンプ内に入ります。 

入りにくい場合は本体をもう少し傾けると入りこみます｡※図 2※ 

※ガンは握らないでください。水がポンプ内を通り、 

高圧ホースに入り込むと「ガガッ」と本体のバルブから音がでて 

ホースが振動し、高圧ホースに圧力が加わり固くなります。 

④ 高圧ホースまで水が入ったら、ガンを 1 舜握り、ガン内の空気を抜いてください 

(プシュッと水と音が出ます)。※図 3※再度給水口に、溢れるまで水を入れてください。 

水が入ると再度「ガガッ」と本体のバルブが動き、ホースに圧力が加わります。 

２－３回これを行うと、ノズルの先端から水が漏れてきます。 

⑤ マシンを水平に戻し、水を入れて空気を抜いた自吸用ホース(※下記参照※)を 

マシンの給水部に接続ください。※図 4※ 

⑥ ガンを握ると、水が吐出され、本体・ホースの空気が全て抜けて水が通り、使用できます。 

  ※図 5※ 

 

 

 

  

                           

 

※下記参照※ 

※自吸ホースは、必ず呼び水をしてホース内の空気を抜いて水を充填した状態で接続ください。 

(ホース内に空気が多く入っていると自吸ができません。） 

※空気を抜く方法としては、自吸ホースの両端を持って、片側から容器で水を注いで満水にする、 

もしくは水の中にホースを入れて空気を抜くなどがあります。右記の QR 動画をご参照下さい。 

※満水にしたホースは、片側を折り曲げるもしくは漏れないようにし、両端をバケツに入れます。 

うまく空気が抜けているとサイフォン状態になり、片側を塞いでバケツから出すと、水が出てきます。 

※接続時は、片側を折れ曲げるなどして水が漏れない様にしながら、給水口へ接続ください。 アドレス：https://youtu.be/JeOEF2GWCME 

  

※図 1※ 

※図 2※ 

 

＜参考動画＞ 

アドレス：https://youtu.be/fAYnCk1IMZ0 

 

 

※図 3※ 

※図 4※ 

※図 5※ 

溜っている水 
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